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五
月
十
日
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

北
海
道
加
賀
笹
出
納
長
を
始
め
と
し
て

田
村
槍
山
支
庁
長
や
真
部
被
品
支
庁
長
、

佐
藤
柏
山
支
庁
地
方
部
長
等
が
来
町
さ

れ
、
今
金
、
北
柑
山
、
瀬
棚
、
奥
尻
、

大
成
、
長
万
部
町
六
町
長
や
議
会
蟻
長
、

商
工
会
長
、
迎
合
町
内
部
落
合
長
、
農

漁
協
組
合
長
、
叫
剛
迎
協
会
長
、

P
T
A

会
長
、
地
区
切
暁
長
等
町
他
に
、
各
町

事
務
局
主
ど
刊
名
あ
ま
り
参
加
、
血
相
験

会
が
附
川
市
さ
れ
ま
し
た
.

こ
の
重
大
な
る
副
都
餓
会
に
熱
意
あ
る

凶
係
住
民
日
名
あ
ま
り
が
会
場
に

つ
め

か
け
、
其
剣
に
傍
聴
し
て
お
り
ま
し
た
.

部
談
会
に
あ
た
り
、
加
賀
谷
出
納
長

か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
「
道
・
と
し
て

固
に
対
し
長
期
的
展
望
に
立

っ
て
考

え
て
ほ
し
い
と
申
し
込
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
法
令
が
制
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
道
と
し
て
も
ど
う
し
ょ

う
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
.

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
政
治
的
解
決
よ

り
魁
的
な
い
こ
と
。
先
般
道
選
出
回
全

般
只
に
陳
情
し
、
第
二
次
綿
を
確
保
す

る
ニ
と
を
袈
制
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
.

地
方
的
師
に
つ
い
て
は
、
五
月
が
ピ
ー
ク

に
な

っ
て
わ
ね
り
雌
し
い
状
況
下
に
あ
る

こ
と
で
す
@

関する懇談

• • 
川
、
北
楠
山
か
ら
れ
市
中
に
乗
っ
て
い
る

状
態
で
あ
る
.

巾
に
も
車
札
な

い
主
人
や
病
人
、
子

供
円
弱
右
を
ど
の
よ
う
に
#
え
て
れ
ね
ら

札
る
カ
で
あ
る
。

内
刷
業
は
ま
だ
未
知
の
も
の
で
あ
り
、

交
通
ド
放
に
よ
り
若
布
が
年
間
瑚
人
あ

ま
り
が
命
を
部
し
て
い
る
。

自
然
に
親
し
み
、
生
活
態
度
を
変
え
、

線国鉄潮棚

こ
の
沿
純
白
実
的
、
悩
み
を
伺
い
た

い
.
鉄
道
に
対
す
る
愛
治
の
み
で
は
な

く
、
地
域
に
と
っ
て
ど
う
な
の
か
、
そ

円
重
要
性
に
つ
い
て
聞
い
て
ま
い
り
た

い
己
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

瀬
棚
輔
の
存
続
に
つ
い
て
各
町
の
町

長
を
始
め
と
す
る
代
表
者
が
町
内
町
史

的
を
訴
え
ま
し
た
。

今
金
町
長
は
、
「
辺
也
、
国
川
口
町
農

地
開
発
市
業
内
実
施
、
英
利
河
ダ
ム
町

拙
股
な
ど
住
民
が
恕
欲
を
も

っ
て
推
進

し
て
き
て
お
り
ま
す
.

沿
組
的
関
係
町
村
は
.
瀬
棚
組
に
よ

っ
て
開
発
が
屯
さ
れ
、
発
展
を
と
げ
て

き
た
も
の
で
す
。
現
在
的
国
道
四
号
制

に
つ
い
て
は
、
旧
国
道
を
部
分
改
修
舗

装
道
路
の
た
め
曲
組
が
多
く
、
交
通
事

故
的
多
発
地
却
で
あ
り
ま
す
。
更
に
は
、

特
別
家
雪
地
刊
で
あ
る
こ
と
で
す
。

柑
山
北
町
等
学
校
は
、
道
立
高
円
モ

デ
ル
合
併
校
の
第
一
一
せ
で
あ
り
、
生
徒

通
学
路
拙
と
し
て
国
鉄
に
依
存
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
.

間
人
あ
ま
り
町
通
学
生
向
い
る
現
在
、

瀬
棚
糾
が
廃
止
に
な
る
と
大
泌
乱
を
ま

ね
く
こ
と
に
な
り
ま
す
.
パ
ス
転
挽
に

よ
る
過
半
は
物
理
的
に
困
難
な
状
態
に

あ
り
ま
す
。

汽
阜
の
利
川
を
強
制
し
、
刊
誌
報
離
の
マ

イ
カ
ー
利
川
を
山
し
ゅ
く
さ
せ
列
車
利

川
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

竹
内
向
開
発
は
こ
れ
か
ら
で
あ
り
、

将
来
的
に
も
伸
び
る
大
き
主
張
紫
が
あ

る
.
と
訴
え
ま
し
た
。

奥
尻
町
長
は
、
瀬
棚
治
と
の
直
結
に

よ
り
産
業
経
済
的
発
展
計
画
を
し
て
い

る
。
全
体
的
発
展
が
あ
っ
て
離
出
向
発

展
が
あ
る
。

防
衛
町
占
か
ら
も
最
短
距
離
で
あ
り

な
く
て
は
な
り
な
い
瀬
棚
組
で
す
。

病
院
の
問
題
に
し
て
も
そ
う
で
あ
る

が
公
共
刊
は
ま
だ
ま
だ
不
充
分
で
あ

る
。
道
全
体
か
ら
し
て
も
.
幻
世
紀
的

発
国
は
、
純
情
性
ば
カ
り
で
は
な
く
、

公
比
例
に
つ
い
て
も
辺
政
に
わ
お
い
て
巧

え
る
必
裂
が
あ
る
。
と
訴
え
ま
し
た
。

以
上
町
他
に
、
椛
会
議
長
や
山
校
P

T
A
会
長
を
舶
め
に
地
区
議
長
‘
山
州
連

協
会
長
辿
令
部
部
町
内
会
長
な
ど
か

ら
‘
瀬
棚
制
廃
止
を
絶
対
反
対
と
の
訴

え
が
も
さ
れ
ま
し
た
。

加
賀
一
合
出
納
長
は
、
こ
れ
等
同
訴
え

に
対

L
、
こ
の
部
談
会
の
開
催
目
的
は
、

地
元
町
意
見
を
州
〈
た
め
に
開
催
し
た

も
の
で
あ
り

4
月
初
日
に
は
路
綿
花

市
町
村
氏
に

mAHを
闘
い
、
知
事
と
立

礼
を
交
換
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
住
民
的

情
み
や
不
問
な
と
、
主
的
仰
を
聞
き
、

知
事
的
判
断
材
料
と
し
て
古
川
比
川
町
佐

山
を
図
っ
た
い
.

国
は
、
同
鉄
悶
処
法
が
品
川
槌
で
あ

り
辺
と
し
て
は
、
地
元
町
意
見
を
充

ま
た
、
持
州
場
道
立
白
蛇
公
聞
な
ど
企

図
的
主
観
光
地
を
か
か
え
て
お
り
、
定

に
、
瀬
棚
拙
は
、
長
万
部
を
起
点
と
し
、

太
平
洋
側
と
糊
棚
町
を
耕
占
と
す
る
日

本
海
を
結
よ
道
南
唯

一
町
航
断
最
姫
路

純
で
あ
り
ま
す
.
瀬
棚
培
、
叫
剛
山
奥
尻

港
を
直
結
す
る
盈
袈
路
棉
で
あ
る
こ
と

で
す
.

瀬
棚
棋
の
廃
止
は
、
地
域
発
展
に
大

き
主
障
害
を
あ
た
え
る
も
の
で
あ
り
、

町
づ
〈
り
の
意
欲
を
も
て
る
よ
っ
知
事

的
特
段
の
ご
配
慮
を
た
ま
わ
り
た
い
。

と
訴
え
ま
し
た
.

北
格
山
町
長
は
、
観
光
客
何
人
込
み

が
な
く
な
る
こ
と
、
医
療
者
向
通
院
が

困
難
に
怠
る
こ
と
、
更
に
は

.m校
生

過
宇
に
主
要
欠
く
こ
と
町
で
き
な
い
血

袈
交
通
機
附
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し

た
.瀬
棚
町
畏
は
、
国
鉄
町
挫
設
目
的
は
.

今
も
昔
も
同
じ
で
あ
る
は
ず
で
あ
り
、

本
州
は
碩
々
な
面
で
恩
恵
を
受
け
て
い

る
が
、
北
梅
道
に
は
ど
ん
な
恩
恵
が
あ

っ
た
か
で
あ
り
ま
す
固
工
業
配
世
促
進

法
が
出
来
た
。
北
海
道
に
配
置
の
配
慮

が
あ
る
か
で
あ
り
ま
す
.

知
事
的
意
見
と
マ

y
チ
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
.

し
か
し
何
も
な
い
。
瀬
棚
港
は
、
昭

和
七
年
に
諸
手
刷
億
円
が
投
じ
ら
れ
て

き
た
が
、
今
後
市
民
に
、
叩
億
円
は
必
要

と
さ
れ
る
も
の
と
忠
三

七
止
の
剖
函
に
向

っ
て
、
地
元
で
は

受
皿
を
用
意
し
て
お
り
‘
奥
尻
品
と
の

• • 
分
く
み
取
り
進
め
た
い
.

札
制
問
随
運
局
長
か
ら
平
沼
に
と
口
容

で
の
制
使
が
あ
る
の
で
決
断
同
時
に
き

迎
給
、
桁
は
、
年
間
日
万
J
が
運
搬
さ

れ
、
地
問
円
前
世
細
川
を
進
的
て
怠
て
い
る

矢
先
で
あ
る
.
と
今
後
更
に
発
展
し
ょ

っ
と
し
て
い
る
現
状
を
強
〈
訴
え
ま
し
た
.

長
万
部
町
畳
は
、

こ
れ
か
ら
は
地
方

向
時
代
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
が
地
方

的
時
代
で
は
な
〈
、
地
方
が
だ
め
に
な

る
時
代
で
あ
る
.

駅
に
よ
っ
て
寸
ま
ち
」
が
発
展
を
と

げ
て
き
て
お
り
寸
へ
ソ
」
と
な
っ
て
い

る
。
廃
止
は
住
民
何
気
持
を
臨
書
し
た

も
の
で
あ
る
。
瀬
棚
組
は
太
平
洋
と

日
本
海
を
結
よ
れ
岨
短
距
離
で
、
住
民
的

希
望
と
な

っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
.

力
的
あ
る
唱
は
、
市
中
で
旅
行
な
ど
が

出
来
る
が
、
弱
者
は
汽
車
町
利
用
よ
り

で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
.

教
育
に
も
大
き
な
彬
帯
を
得
る
も
の

で
あ
る
こ
と
、
長
万
部
は
、
発
活
点
的

起
占
と
し
て
北
部
と
の
連
結
を
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
.

ニ
ヲ
し
た
懇
政
会
円
席
が
も
う
け
ら

れ
た
こ
と
は
、
伺
か
、
期
待
が
も
て
る

も
町
と
思
う
.

管
内
向
実
情
は
前
回
申
し
上
げ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
村
一
口
聞
に
つ
い

て
も
地
械
の
活
成
化
を
図
る
の
が
目
的

で
あ
る
は
ず
で
あ
り
‘
廃
止
と
な
れ
ば

地
雌
住
民
円
相
神
的
打
幣
は
大
き
く
、

知
事
的
勢
力
を
願
う
も
円
で
あ
る
.
と

訴
え
ま
し
た
.

大
成
町
畳
は
、
現
荘
で
も
不
便
を
き

た
し
て
い
る
の
に
、
更
に
、
不
便
に
む

り
、
大
成
か
ら
北
柑
山
ま
で
パ
ス
を
利

(2 ) 

て
い
る
.

M
路
融
全
部
町
存
続
を
訴
え
、

政
的
力
を
結
集
し
進
め
た
い
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
.

ヱ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
予
防
に
つ
い
て

川W
食
物
亙
び
飲
料
水
に
つ
い
て

。
流
行
地
で
は
川
水
や
升
戸
水
を
飲

ま
な
い
こ
と
.
も
し
、
や
む
得
ず
飲
む

場
合
は
煮
崩
し
て
欽
む
こ
と
。
(
虫
卵

は
熟
に
弱
い
の
で
煮
棉

「
印
度
C
で
叩

骨
し
す
札
ば
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
な

お
、
水
道
に
つ
い
て
は
安
全
で
す
J

。
野
生
町
栄
実
、
あ
る
い
は
野
菜
、
良

作
物
等
は
、
き
れ
い
な
水
で
よ
く
洗
ワ

こ
と
.
(
出
来
る
限
り
熱
処
離
し
て
宜

べ
る
こ
と
.
ま
た

立
総
知
的
洗
浄
も

充
分
に
す
る
こ
と
J

同
凶
手
指
の
清
潔
に
つ
い
て

。
イ
ヌ
、
ネ
コ
あ
る
い
は
山
野
耕
地

な
ど
の
土
域
と
の
接
融
後
は
、
干
を
よ

く
洗
う
こ
と
.

o
yメ
を
の
ば
し
て
お
か
な
い
こ
と
。

(
虫
卵
が
y
メ
の
問
に
附
着
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
J

ω家
畜
等
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

。
流
行
地
で
は
、
イ
ヌ
や
ネ
コ
は
飼
育

L
&
い
こ
と
が
最
も
盟
ま
し
い
。

。
や
む
仰
す
イ
ヌ
を
飼
う
と
き
は
お

り
の
中
で
制
う
円
が
迎
当
で
あ
り
放

し
飼
い
は

L
aい
こ
と
.
(
登
U
H
と
干

防
注
射
を
必
句
ず
畳
け
る
こ
と
J

。
飼
育
で
き
な
〈
な

勺
た
イ
ヌ
得
は
、

町
か
保
他
所
に
辿
れ
て
印
〈
‘
」
と
。

。
キ

y
才
師
エ

サ
に
な
る
家
百
円
死
体

(後
産
を
含
む
)
、
家
畜
円
飼
料
、
生
ゴ

ミ
等
町
官
理
を
徹
底
す
る
こ
と
.
(
人
的

生
活
環
境
に
キ

y
ネ
を
近
づ
け
会
い
こ

と
J

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症

の
治
癒
に
つ
い
て

専
門
医
療
機
附
に
お
い
て
畳
療
す
る

こ
と
で

4
.
い
ま
の
と
こ
ろ
病
気
に
お

か
さ
れ
て
い
る
肝
臓
な
ど
を
、
外
科
手

術
で
と
り
除
く
ほ
か
に
方
法
は
ゐ
り
ま

せ
ん
.

( 3 ) 
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熱ぃ心.
夢はるか500万年前に

五
H
n
V
町
広
報
紙
で
概
袈
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
「
人

飢
」
伝
説
の
も
と
に
な

っ
て
い
る
大
盟

海
牛
肉
発
端
を
五
月
三
、
四
、
五
、
六

日
町
四
日
間
に
わ
た
り
、
間
V
を
地
中
に

揃
り
起
し
作
業
が
行
わ
札
ま
し
た
.

団
長
に
町
町
遠
藤
教
育
長
が
、
顧
問

に
道
教
育
大
学
岩
見
沢
分
校
教
綬
を
陣

頭
に
し
、
木
村
道
教
育
大
学
札
帆
分
校

助
教
授
の
指
仰
の
も
と
に
発
制
作
業
が

進
め

ら
れ
ま
し
た
.

毎
日
田
人
あ
ま
り
の
人
た
ち
、
延
べ

人
数
制
名
町
品
開
い
参
加
が
あ
り
ま
し
た
.

北
海
道
的

4
古
学
専
門
家

一
同
が
英
利

河
に
集
結
、
雌
引
駒
沢
大
学
教
授
、
藤

間
泊
四
叫
科
セ
ン
タ
ー
指
導
主
事
や
河
村

同

右

、

日

橋

三
笠
中
学
校
教
輔
、
池

田
辺
土
質

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
.
古
沢
沌

川
市
郷
土
館
時
十
引
出
口
町
方
々
の
他
仁
、

辿
〈
月
形
町
や
栗
山
町
、
棋
史
別
、
上

砂
川
町
内
先
生
、
医
に
、
英
明
市
や
亦

平
市
町
先
生
、
辺
教
育
大
学
的
学
生
や

商
飢
市
専
の
生
徒
、
相
山
北
町
内
生
徒
、

そ
し
て
、

地
元
小
中
学
校
内
生
徒
や
地

元

一
般
者
が
此
虫
な
連
体
を
返
上
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
、
祈
り
か
ら
町

小

雨
喋
気
町
悲
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず

こ
協
力
し
て
く
札
ま
し
た
。

顧
問
で
あ
る
枇
楽
教
授
か
ら
海
牛
化

石
町
名
称
に
つ
い
て
、
英
利
河
・
と
言
う

¥. ， 

発
掘
第
3
日

午
後
3
時
5
分
、
全
容
現
わ
る

美利河海牛ドキュメント

美利河産

海牛化石

発掘調査団

事務局ニュース

J 

腰椎はちが宇がこ諺ような形

地
名
が
と
て
も
挺
し
く
発
官
も
良
い
の

で

「
ピ
リ
カ
梅
ヰ
化
石
」
と
名
林
づ
け

を
し
た
い

.
と
備
さ
れ
、
参
集
者

一
同

か
ら
拍
手
喝
さ
い
で
決
ま
り
ま
し
た
。

発
旧
制
に
従
事
さ
れ
た
人
た
ち
は
悩
ま

み
れ
布
悩
ひ
と
ス
コ

y
プ
何
百
万
年

を
肌
で
感
じ
、
海
牛
と
の
而
会
を
心
ま

ち
に
掘
り
起
し
が
開
始
さ
れ
当
初
発

掘
調
査
段
階
で
は
、
梅
牛
一
体
分
の
化

石
が
あ
る
の
で
は
と
子
恕
、
期
待
さ
れ

た
の
で
す
が
、
発
掘
の
結
果
、
成
念
な

が
ら
上
部
だ
け
同
化
石
が
発
掘
さ
れ
た

も
町
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、

「m
m
m
N
」
肉
化
訂
が
発
見

さ
れ
た
こ
と
は
金
問
的
に
立
虫
主
資
料

に
な
り
ま
す
.
犯
に
は
、
「
け
い
柑
、

胸
靴
、
肋
竹
、

日
叩
刊

、

上

腕

竹

尺

什
」
な
ど
が
発
射
さ
札
ま
し
た
。
ま
た
、

発
掘
現
場
町
向
い
か
ら
「
腰
椎
」
が
小

中
学
生
町
手
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
た
も

の
で
す
.

こ
の
腰
椎
は
、

疑
問
が
も
た
れ
ま
し
た
が
古
沢
学
芸
口

町
鑑
定
結
川市
「
樽
牛
肉
腰
椎
」
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
.

ス
テ
ラ

l
栴
牛
肉
骨
数
は
山
畑
を
も

っ
て
形
成
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
英
利

河
で
発
旧
糊
さ
れ
た
八
H
教
は
、
担
佃
で
あ

り
ま
す
。

(4 1 

ク
ジ
ラ
町
川
円
で
は
と

こ
う
し
て
発
掘
さ
れ
た
海
牛

肉
化
石

を
石
膏
で
か
た
め
、
道
教
育
大
学
ま
で

搬
入
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ

さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
一
部
町
化
石
は
今
金
に
残
さ
れ
、

臼
下
北
楠
山
町
左
股
小
学
校
教
諭
等
に

よ
り
ク
リ
ニ
ン
グ
さ
れ
‘
研
究
さ
れ

る
こ
と
に
な

っ
てれね

り
ま
す
.

小
中
学
生
に
よ

っ
て
発
掘
さ
れ
た
只

肉
化
石
や
土
府
を
制
査

L
.
い
つ
的
年

代
町
も
の
で
あ
る
か
を
研
究
し
ま
す
.

こ
れ
等
が
明
確
に
な
る
の
は

1
1
2

年
を
裂
す
る
と
町
こ
と
で
す
.

発
掘
に
あ
た
り
、
現
地
英
利
河
に
て

河
端
町
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
こ

円
梅
牛
肉
化
石
は
、
町
町
立
重
な
資
料

で
あ
り
財
産
に
な
り
ま
す
.
今
後
、
町

と
し
て
も
資
料
館
を
建
設
す
る
か
を
し

て
保
存
し
て
ゆ
き
た
い
。
と
話
し
て
お

り
ま
し
た
.

500万年の眠りから目をさます。
"" 1984.5.6 

事務局総合体育館内

さ凹まZCE高住民コ「野生大麻・ケシの l 

」一一一一ぼく誠にご協力を」

• ，4・

こ
の
発
掘
に
あ
た
り
、
駄
燕
教
授
、

木
村
助
教
授
を
始
め
と
し
て
‘
細
部
に

わ
た
り
千
配
を
し
て
く
れ
ま
し
た
目
下

数
愉
の
他
、
数
々
の
人
た
ち
の
彬
の
ご

協
力
が
あ

っ
て
今
図
的
発
旧
制
作
業
が
終

了
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
.

道では、道民カ九、つでも、ど'こにいても正暗で

身近 t".'r消費生活情報』が得られるようにとテレホ

ンサー ビスを通 Lて情報を提供することになりま

した.

@名称及び電話番号

植 山支庁 「暮勺 Lの情報J

Ol395 ② 1 6 1 6番へ

@実施年月日

59年 6月 l日カら実施 Lます。

@情報内容

(l)生鮮野菜的価格動向と見通し

(2)諒庭用灯油田価格 動向と見通し
(3)物価卜ピッ クス

(4)暮らしの豆知識

(5)ワンポイント物価情報

(6)幕勺しのアドバイス

(7)ロ カルニュース及び題時ニュース

@実施白方法

あらカじめ応答専用テ プ レコ ダに情報

告録音Lておき、電話があるとe動的に情報が
流れるゾステム、年中無体24時間体制となって

おります. ご利用し て 〈ださい.

芯応、 l回 3骨間であり、サイク Jレは毎月よ 、

中、下旬ごとに情報を更新するニとになってお

ηます.

昨年、今金保健所管内で210本町大麻を抜車り

9月30日までこの遥勘を展開しておりますので

ご協力〈ださい。

ました。

大麻を発見した勺保健所まで。

( 5 1 

今金保健所
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役場の機構の一部が変更
5月7日第 4回臨時町Ul会が開催さ

れま Ltこ折 ηに楠構改改案が鑓察され
jj.~~ され まLt二 .

これの目的は、多楠化する行政l二対

応する ために、一部町職員を適正配置、

人志向異動を 15日付で発令にな ηまL
f手ー。
概構及び人事 i主主の とお ηです。 な

お、国保病院 ー憧育所や幼稚園につい

ては4是来どお ηですので省略しました。
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長
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長長
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長
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開
発
係
長
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長
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係

長

総

務

係

長

誠

事
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長

(

森
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務

係

長

学
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教
育
係
長

社
会
教
育
係
長

体
育
振
興
係
民

(外
崎

総
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i!t 

季語

i耳、係

1ヒ
見

伸
夫
・
幅
口

今
野
む
つ
子
・
詰
戸

清
水

寛・
(
静
藤

規
雄

健
司

古
畑

正
雄

脚
山

英
融
・
小
皐

酉

勝
明

・
中
里

松
村

康
弘
・
成
田

勝
明
)(
松
村

中
島

淳
子

南

JII 

康
男

河
野

富
雄

事
R月

相
田

畢
日月

飯
田
費
智
子
・
成
田

宮
本

彰彰

佐
々
木

茂
英
融

太
田
越
宜
晴
・

中
島

多目

↑専
手E
博

武
雄
)
・
原
因

木
島

光
男
・
石
川

木
島

光
贋
)
係

(
太
田
越
宜
晴
)

7也
困

渡

i旦
自
由

平
原

竹
内

森藤
原

稲
奇骨
111 
島

沢
吾

持
崎

武
雄

常
事立茂

1士
正

畠
費

正
夫

忠
雄

忠
雄

ヲム更
治

昭
範

車己
邦

芳
博

秀
人

秀
人
)
係 t子{長イ系イ品係係:係係係

(福
地

鎌
田

信
隆

高
島

野
治

j~ 
藤

清

・
川
平

尾
崎

克
之
・
光
谷

自
国
国
代
子

珂
伊
藤
恵
津
子

小
原
ト
キ
子
・
総
野

日
置

盤

桜
弁

繁
邦
夫

キE
地

多E
央

藤
田

民
男
・
小
隅

藤
田

民
男

静
子
・
加
藤

康
，告清

健
治

英
明

光
康

康
弘

直
子

手E
↑車

与
一
・
安
達

肱

・
黒
川

秀
明

被重
明
・
西
村

生
男
・
小
林
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1
月
詔
.
四
日
間
日
に
わ
た
り
、
間

野
郷
で
附
悩
き
札
た
北
梅
辺
地
方
大
会

で
、
第

2
位
向
成
制
で
し
た
.

そ
の
後
、

4
月
l
L

3
目
的

3
日
間

に
わ
た
り
、
長
野
県
野
沢
鳩
山
肌
で
聞
出

さ
札
た
第
4
回
全
日
本
フ
リ

l
ス
タ
イ

ル
ス
キ
l
大
A
Z
(

エ
ア
リ
ア
ル
ジ
ャ
ン

プ
種
目
)
に
お
い
て
日
本
一
円
座
を
確

得
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
ス
キ

1
略
目
は
、
一
般
的
に
チ

ヨ

y
ト
念
じ
み
の
明
い
値
目
で
あ
り
ま

す
.

2
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
ジ
ャ
ン
プ

台
を

飛

び

空

中
回
転
を
し
た

り
す
る

ス
キ
l
極
目
で
す
.

水
野
さ
ん
は
、
今
金
中
学
校
、
楠
山

北
町
を
卒
灘
、
ス
ポ

y
は
パ
ス
ケ

y

ト
を
主
に
や

っ
て
お
り
東
京
の
よ
ザ

に
進
み
同
年
度
に
卒
業
、
そ
の
後
、

川
合
楽
器
(株
)札
幌
支
応
に
ス
ポ
ー
ツ

新
聞
に
よ
る
と
最
近
五

O
歳
古
的
見

性
的
自
殺
が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
平
均
寿
命
が
七
五
歳
く
ら
い
に
な

っ
て
い
る
わ
が
国
で
、
五

O
歳
台
と

い

う
の
は
ま
だ
働
き
盛
り
で
す
。

家
族
が
死
亡
す
る
と
、
そ
れ
が
だ
れ

で
あ
っ
て
も
四泊
さ
れ
た
も
町
に
は
大
さ

む
悲
し
み
で
す
が

一
家
を
立
え
て
き

た
父
税
同
死
亡
は
大
き
な
打
勝
を
与
え

柏
市
神

μ
と
し
て
勤
務
さ
札
、
幼
稚
闘
児

ゃ
れ
ね
母
さ
ん
た
ち
の
ス
ポ

l
y
全
般
に

わ
た
る
桁
持
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
.

ス
キ
ー
は
、
今
金
町
に
夜
住
町
時
は

遊
び
位
度
で
ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
で
し
た
。

フ
リ

l
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
を
本
柚
的

に
始
め
た
の
は
川
合
楽
総
(
株
)
に
入

ー司F

-つ宇宙に
全日本フリースタイルスキー選手権で優勝

子さん(23)富島ち千野フk

札幌スポ--;;アメリカン社勤務

東京女子体育短期 大学卒業

趣味油絵、ステン ドグラス

島長 163cm

イ亭霊ウン k~

現在、札幌市在住

日
本
大
会
が
終
り
ま
し
た
の
て
、
こ

の
止
に
聞
か
札
る
世
鼎
大
会
に
向
け
て

今
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て

い
る
と
こ

ろ
で
す
が
夏
場
町
緋
制
場
所
が
な
い

こ
と
な
の
で
す
.

練
習
方
法
は
.
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
や
高

飛
込
み
を
利
用
し
て
い
る
町
で
す
が

飛
込
み
を
す
る
所
が
北
海
道
に
な
い
こ

と
で
す
。
そ
円
た
め
、
東
京
ま
で
行
か

な
け
れ
ば
志
り
ま
せ
ん
.
世
界
大
舎
の
課

題
は
純
白

い
か
ん
で
す
U

と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

今
金
町
出
身
内
山
本
時
子
さ
ん
も
ア

ル
ペ
ン
ス
キ

極
目
か
ら
フ
リ

ス
タ

イ
ル
ス
キ
町
毛
グ
ル
航
固
に
変
市
民
、

出
場
し
ま
し
た
が
北
海
道
地
方
大
会
に

お
い
て
は
優
勝
さ
れ
ま
し
た
が
、
残
念

む
こ
と
に
、
全
日
本
大
会
で
は
愉
し
く

も
転
倒
さ
れ
、
央
栴
と
主
っ
て
し
ま
っ

た
そ
う
で
す
。

一一一一一一一一一一一一つ

(8 ) 

働省

労働基準監督署

てかカeスと II 
b 札きキ jj こ以
砂てつ l りの 来
紫しかやl'品;fi ス町
~I~ まけ IIIJ しキこ
h也いでに て|と
とま、さくのだ
迫 しこそれ魅そ
力 た円わま力う
e ・魅札しにで
で fiif力てたっす
すんに始・ぃ。

空中大遊泳/世界大会にむ けて手稲ハイラ ン ととめ「て
てI リ たこ

ドでベアー宙返りの練習をす る全日本チャン ! っつの円円

ピオンの水野さん(左 )と松浦さ ん(右 )

〆

父

絞
し
い
、
む
な
し
い
と
い
っ
た
ざ
折
感

に
ま
ず
と
ら
わ
れ
ま
す
.
自
殺
に

心
が

傾
い
て
い
る
状
態
で
す
.
こ
れ
に
伺
か

引
金
に
な
る
よ
う
な
事
件
が
加
わ
る
と
、

白
殺
は
決
行
さ
れ
ま
す
。

うま過ぎる話に御用心

いわゆる「インチキ内職」に気をつけましょう

内職を希望される方へ

労働基準局

( . • 
ま
す
.
荊
気
で
亡
く
な
っ
た
場
A
n
は、

そ
れ
で
も
ま
だ
あ
き
ら
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
.
し
か
し
、
円
分
何
百
志
で
死

を
選
ん
だ
と
わ
か
っ
た
と
き
町
家
朕
町

悲
し
み
と
借
地
き
は
き
わ
め
て
大
き
〈
.

な
ぜ
死
ん
で
し
ま

っ
た
の
か
.
自
分
た

ち
の
手
で
止
め
る
こ
と
は
で
き
生
か

っ

た
閃
か
と
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
掛
り

ま
す
。
な
か
に
は
自
殺
し
た
文
の
こ
と

を
盤
責
任
だ
、
自
分
勝
手
だ
と
恨
ん
だ

り
怒

っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

生
前
が
充
実
し
.
す
べ
て
が
剛
測
に

進
ん
で

い
る
と
き
に
白
殺
が
計
画
さ
れ

る
こ
と
は
あ
リ
ま
せ
ん
.
行
き
づ
ま
っ

て
し
ま
っ
た
、
問
倒
的
見
込
み
が
む
い
、

親

の

五
O
歳
台
と
い
う
の
は
定
年
出
職
町

日
が
近
く
な

っ
た
り
し
て
、
自
分
の
人

生
的
先
が
見
え
て
〈
る
時
期
で
す
.
子

供
同
教
育
や
他
人
と
の
関
係
が
う
ま
く

い
か
立
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
よ
〈
あ

労

r-く
て
は
な
り
ま
せ
ん
.

心
的
中
に
た
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
〈

み
と
っ
て
あ
げ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
.

様
子
が
と
う

L
お
か
し
い
と
思

っ
た
ら

村
神
科
町
医
師
か
臨
床
心
理
学
者
に
相

賊
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
.

死
に
た
い
と
宮
い
企
が
ら
、
本
人
は

助
け
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
ま
わ
り
町
人
の
配
慮
に

よ
っ
て
防
止
で
き
る
自
殺
は
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
す
。

MgZぅ色。世

異性との交際
中学 3，ド町拙に 時々 、同級生町男町子から m~'i

がかかって〈る。文通も Lているという. 2人はお瓦い

好意 をLって 、つ きあ って いるよヲだ。親と Lては 「ま

だ!"j!~' .，とに かく勉強 L ては L い J というのがホンネ .

できることならやめさせたいが

4干さんは、どうお-1).えですか。
・気持ちのゆとリが理解への第一歩

勉強がおろそかになりは Lないか、興味本位に吋h

へ附いていきは Lないか←ー税にしてみれば、公がかリ

なことでしょう.心配のあまり 抑古交際について荷定

/1'-]になる脱が多いよヲです.最近の社会風潮会どからみ

て、鯉攻からぬ-I(iihあると思われます。

といって、子供たちの男女交際すべてに かたくなな

態瓜rをとる町は1)'ぇ ιのですa 思#却1e Lなれば、持性
への附心がIl\ てくるのは 、 む L ろ自然なことで、~~女交

問罪が始ま ったからといって 、。Iら鰐〈べきことではあり

ません.

お父さん、お母さん、 自分的10代のころを足『い出 して

みてください.~.性への関心興味は、当蛇あ ったはず

です。自分的過去を振 り返る気持ちのゆと りが、子供た

ちを司!解する部一 揖になると思います。

ただ、 11分たち町子供向ころ町、物差v で今町山立
関係を判断するのは、ヰえものです。時代1r1;tや子供た
ちをとりま〈相会J;p立が、昔と今とではかなり巡ってき

ているからで円す.

・オープンに眠 L合お う

rooさんとおつき あい? ぜ Uお母さんにも合わせ
てほしいわJ 税は、子供向男女交際を自然な形で.

ゆとりをゐって受けとめてほしいも円です.子供は、オ

ープンにされることによって 、交際について武任と 白党

をもつようになるも円ですB

r ~子き J という感情を、九、けません」と言って梢失さ

せることなどできるものではあ りませんa それならば、

オ プンに子供と話 L骨 L¥ これカら町交際について、

税のはうからも般僅的に助百をしてい〈ほうがよいでし

ょヲ

.雌 LL'質問は逆劫果

イiifが何でも交際を断たせようとするあまり、雌し<1削

いただ Lたり する町は 、間聞をこじ札させるだけです。

子供に Lてみれば、 lilなる友だちと Lてっきあっている

だけなのに、と税町一方的な決めつけに反発。

rfJじてくれないのなら、いいよJ

「もう匝EさないからJ
もともと伺でもなかったことが、一転 Lてホ盛大な事

態悼に綿蛮わり Lかねません.

子供は.親に隠れて交際 Lなければならむくな り、 z
人だけの路管をもつよヲになる 親が最も恐れていた

性的な附係に陥り、非行へのきっかけにならないとも限

りません.

干供にと って必嬰なのは説教ではな〈、信頼関係に法

ず〈助百であることを忘れたくないものです。

[指導〕持制庁世団主多少年セ ンターカウンセラー

(水野:!5!ltfさん「末広町」長女)

• 
り
ま
す
.
体
的
制
干
も
若
い
と
き
の
よ

う
に
は
い
き
ま
せ
ん
.
せ
き
り
ょ
う
感

を
何
と
主
〈
感
じ
る
時
期
主
の
で
す
.

半
生
を
振
り
返
っ
て
、
お
札

町
人
生

も
こ
の
程
度
の
も
の
だ

っ
た
の
か
と
忠

自

殺

東
京
都
立
大
学

教
授

・
む
理
学

詰?
摩a

武;
俊:

っ
た
り
も
し
ま
す
。
口
数
も
少
な
〈
、

ひ
と
り
で
じ
っ
と
与
え
込
ん
だ
り
、
不

服
を
訴
え
た
り
し
ま
す
.

こ
の
よ
う
な
時
期
に
家
肢
は
.
こ

町

父
税
町
政
し
い
気
持
ち
に
気
が
つ

か
な

岩佐裕夫

(9 ) 



5
月

H
日
花
訂
小
学
校
に
、
民
江
さ

ん
か
ら
手
紙
が
と
ど
き
ま
し
た
.

文
而
は
、

「
今
回
、
日
本
は

n
干
ど

も
の
自
e

で
す
ね
U

で
姑
ま
り
、

「
ふ

と
故
郷
町
小
学
校
の
こ
と
が
恕
い
出
さ

れ
ま
し
た
.
現
進
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
に
住
ん
で
お
り
ま
す
が
、
サ
ン
フ
ラ

ン
ン
ス
コ
向
学
校
は
、
日
本
町
学
校
と

ち
が
い
、
の
ん
び
り
と
し
て
お
り
一

学
級
却

1
白
人
で
の
ん
び
り
と
勉
強
を

し
て
お
り
ま
す
.

“
私
的
他
に
花
石
出
身
で
一
一
ュ
ヨ

ー
ク
州
立
大
学
円
物
理
学
問
先
生
を
し

て
い
る
「
古
賀
川以
拙
さ
ん
」
が
お
り
、

ア
メ
リ
カ
の
宇
市
科
学
に
大
き
く
以
献

し
て
わ
ね
り
ま
す
.
肱
甘
さ
ん
も
幻
世
紀
何

時
代
に
向

っ
て
頑
叫

っ
て
く
だ
さ
い
.

花
石
小
学
校
は
、
広
町

一
帯
好
き
な

学
校
|

|
私
的
夢
を
育
て
て
〈
れ
た
紫

附
し
い
学
校
で
す
.
子
ど
も
の
日
を
祝

し
て
l

l
U
と
あ
り
ま
し
た
.

こ
の
手
紙
と
一
緒
に
寸
パ
ズ
ル
何
本
、

白
雪
姫
、
ン
ン
デ
レ
ラ
等
町
(
原
語
版
)

本
や
ザ
ン
フ
ラ

ン
ン
ス
コ
町
写
真
、
地

図
な
ど
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
@

こ
の
千
紙
を
受
け
た
佐
藤
花
石
小
宇

校
長
は
、

「
こ
の
慌
を
き

っ
そ
く
朝
礼

会
で
子
供
た
ち
に
話

L
.
こ
の
よ
う
な

人
が
い
る
と
行
う
こ
と
は
「
供
た
ち
町

励
み
に
も
な
る
こ
と
、
生
き
た
社
会
科

く

好道さん仰)

ょ大き

• • 
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《
一
般
図
書
》

犠
早
穂
子
目
不
滅
の
女
た
ち

古

川

英

治

目
全
集

2M②

西

村

雄

E
母
恋
い
放
浪
記

塩
月
弥
栄
子

1
気
ば
た
ら
き
し
て
い
ま

す
か

中
山

千
耳
目
偏
見
ご
め
ん

落

合

恵

子

l
夏
草
の
女
た
ち

萩
原
葉
子
目
閉
ざ
さ
れ
た
庭

宮
尾
登
美
子
E
花
町
き
も
円

曽

野

綾

子

l
紅
梅
白
梅

小
中
陽
太
郎
』
小
説
内
申
岱
裁
判

安
井
か
ず
み
E
エ
イ
プ
リ
ル
組
曲

瀬
戸
内
晴
美

l
祇
図
的
男

神
吉
拓
郎
日
私
生
活

北

方

謙

三

l
鈎

八

木

大

介

E
新
さ
ら
り
ま
ん
曲
目

西
村
舟
行
目
坤
大
腿
帥

稲

畑

汀

子

E
舞
ひ
や
ま
ざ
る
は

『地
区
の
話
題
』

氷

舟

尚

子

1
大
鋭

光
瀬

m
l耽
告
の
虹

色

川

武

雄

M
H
恐
時

平

岩

弓

岐

l
風
祭

森

村

誠

一

M
H
背
春
町
版
流
①

3
@

山

本

公

立

ul
家
は
娘
に
鴎
れ

向

凹

保

雄

H

帥
設
の
尻
尾

森

英

恵

l
ガ
ラ
ス
町
酷

林

真

理

子

』

昆

に
願
い
を

渡

辺

淳

一

l
②

白

夜

朝

霧

の

章

③
白
夜

m
H
芝
町
章

日

橋

治

l
掛
伝

和
田
佳
代
子
ー
と
ま
ど
い

森

間

千

日

出

会

い

町

時

間

柳

田

邦

兇

1
フ
ェ
イ
ズ

3
肉
眼

図
書
町
寄
贈
あ
り
が
と
う

--g
い
ま

す
.

玉
木
剛
山
英
さ
ん

(
大
和
町
)
鵬
附

が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
一
報
〈
だ
さ

い
広

報

f系

長

江

さ

ん

の

略

歴

進

む

.
学
院
科
了
後
英
明
専
修
大
学

昭
和
叩
年
今
金
町
宇
花
右
「
長
江
総
教
授
釧
鞘
教
育
大
字
教
般
を
動
的
ら

太
郎

2
6
m」
と
し
て
誕
生
、
花
石
小
れ
‘
母
校
岩
手
大
学
教
授
と
な
る
.

中
学
校
を

へ

て

今

金

高

等

学

校

か

ら

岩

昭

和

田

年

9
月
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ

乎
大
学
に
進
む
.

州
立
大
学
客
員
教
授
と
し
て
招
か
札
、

そ
向
後
‘
糊
棚
小
学
校
教
愉
と
な
り
、

8
月
ま
で
勤
め

ら
れ
帰
国
さ
れ
る
子
定
。

3
ヵ
年
余
り
勤
務
、
北
梅
道
大
学
院
に
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

通

範

の

な

て

待

元

弘

そ

走

べ

い

受

る

す

く

し

を

定

ま

の

て

る

怠

に

れ

ま

し

7

ど

、

し

奮

し

怠

し

も

か

し

鎚

ツ

な

り

り

行

と

、

は

と

ふ

り

て

リ

寧

だ

疋

事

落

は

断

者

で

だ

べ

λ

は

つ

つ

に

を

ん

横

行

。

一

つ

比

も

き

怠

か

日

ド

さ

な

歩

す

パ

優

に

て

と

く

な

の

一

皆

理

、

彦

イ

ガ

白

け

。

の

鈍

か

雨

ピ

の

踊

一

り

ワ

ス

の

方

向

雨

ガ

づ

。

ス

香

パ

な

ガ

ラ

れ

を

せ

、

き

気

ん

す

行

し

イ

く

界

ガ

閑

キ

ま

と

動

に

さ

必

容

を

。

ラ

高

視

、

は

一

れ

う

、

車

皆

、

た

装

う

ド

ガ

の

り

毘

レ

ま

い

で

、

の

は

ま

服

よ

、

佐

一

疋

確

ヌ

広

と

の

れ

一

き

。

の

し

は

険

パ

杓

の

意

に

は

す

ら

パ

と

う

色

寧

日

危

イ

ら

方

。

、

う

一

番

ま

と

イ

る

よ

っ

し

の

の

ラ

眼

前

す

で

よ

行

い

を

ラ

過

し

立

に

雨

臼

ド

に

、

ま

の

う

事

て

気

ド

を

ま

目

う

事

囲

で

り

す

思

つ

巳

ば

り

く

よ

の
勉
強
に
も
主
り
ま
す
し
、
こ
町
手
紙

同
返
事
と
し
て
、
子
供
た
ち
に
花
石
を

写
生
し
て
も
ら
い
送
リ
た
い
U

と
間
し

て
わ
ね
り
ま
し
た
。

長
江
さ
ん
円
お
父
さ
ん

(鎚
太
郎
さ

ん
)
も
今
金
小
学
校
や
花
右
小
学
校
内

先
生
を
勤
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
今

は
す
で
に
な
く
、
六
男
六
女
向
兄
弟
姉

蛙
も
現
在
男
一
一

入
、
女
三
人
と
の

こ

と

職

業

は

、
先
生
や
全
社
貝
、
自
官

業
等
で
ご
活
刊
附
さ
れ
て
い
る
よ
?
で
す
.

戸市展向、
《ー学£も裏写占ヤ紙手

• 

社会福祉協 議 会だよ

雨の日lま危険がいっぱい

昭和59年道保母試験の実施

詳略については

個個人名又は団体名 住所 省序 贈 内 事 tf附先 個人名)[11団体名 住所 寄 贈 内 害 寄贈贈先

カラオケのど白世史行 里 得 聞 111 t! 均大和釘 おか L 4函 先の旦学園
今 壷

書H会 ￥10，民同 光の盟学園 伊 稀 フミエ 自 石鮭 l本 ιか L 2圏 n 

3毎 下 菊 性市 町 'If 100，∞O(香典返しと Lて) 社会福祉協曲全 掩間米荷車 南 町釘か L 1函 M 

金原老人クラプ 金 版 ￥10，叫氾 畳 帯 聞細 111 幸 治瀬棚町 おか L 2困 " 
ド印刷全快制上) M 纏 井 策 三苫小牧市 7 .，者一 2函 H 

河描 盟(町長)八 3長
0¥叩脚( 岬 ) 先の里学閥 .戸!! I衣場 鈴 金配合銅斜 2聾 M 

立正佼成金 (窓ガラス即時2時間耐 里 11 園小 111 食 品八幡町 "λ7才1(， li:ti M 

愉山背lf宜舗
今 量

!ffラス伏， 9名2時間 企'"硲場r先的箱」 ￥6，制6M ' 
M 手をつな(，劇的全 江差町 ￥13，町田 ， 

日野 武{ト ヲ庖)組 町
￥回，醐 先の里学問 太櫓老人タラプ 太 櫓￥ 5，0∞ ， 

加 ii 俊 治組 111 裕子型自動マッサ y機(中古) 盟 11 国土 匝 カ群島県 ￥l∞，団地 ， 

￥ω，OOO(亡父遺志) M カナリヤ会

￥5，(刷 先の旦学園 北!I愉山宝飾
今 壷￥ 5，0冊 社会掴祉tu，誠会

大 倉 昏太郎 昭細町
盟￥卸，醐 M 11 圃

干 5，(刷 小百合I.¥l育所 ，. j~ 11 司昭和町 ￥l凹.醐 先の里学阻

ー五島商庖 八幡町 ￥3.144 社会福祉協盟会 引∞，蜘( " 社会掴位協蟻会

今金oB昔燦量好会 今 金￥ 5，0∞ H 

佐 硲 正 智神 丘
コーヒー詰め合せ l酉

6月23日までに

8月29、30日第 1次試験日

受付期間

r--・司自』・-，

届出期間

6月1日-6月30日

までの聞に忘れずにこの届出をしてくださいロ

児童手当(特別給付)現況届

(10) 

町民福祉課福祉係まで

L-ー一一一一一一一一一ー
町民福祉課福祉係から

(11 ) 
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今金商工会から

(12) 

商工会青年部

。行
事

広報口口お Lらせ口口口広報口口おしらせ口口口広報口口お Lらせ口口口

日1 ・6月の休日当番医 | 
ニ 3日 北楠山町平荊院 ft@501 1 
約 10日 北柿山町国保病院 E④ 532 1 拘

::..! I 17日 今金町国保荊院 E②o 2 2 1 己

v I 24日 今金町市凹医院 宮② 0324 I~ 
ギ 1;や

そ| ・自動車免許の更新時講習会のお知らせ |空
中 6月四日 瀬 棚町ぺ

泊 7月11日⑨北駒山町f14時-16時 同
信 7月25日 大成町 I~'i 
，，] 1 掛

空| ・郵便局からのお知らせ |空

三| 。郵悦局の総合通帳は、宵iける (通常貯金)、貯 I~ 

iiil 的る(定額貯金)、借りる(ゅう由うローン)、 I~ 
| 支払う(白動払込み) 受け取る(年金自動受取 | 

割| り)と大変便利なi泊 艇です封
鎖囲内手続きで氾気料.電話料 NHK受信 |路

二| 料などの公共料金のほか、新聞代などの料金を 1_: 
己| 通常貯金から自動的に支払いがきます I~

s I Cl>郵便受箱町設託、表礼的抽出にご協力を呼びか IS" 
( 1 けております 1( 

苗| 皆織の郵便物を雨風から守るに b必要です!;岩

旨| 表札は、家主改や同居人を表示し、迷干郵便がな !旨

、よヲに
冨 |昼、|望

提|………...............~1主民の動が………一|躍
" "必
1) 1 4月末現在 11) 

柏 拘月介1t1ニ |ぬ

や| 人口 8，694 (+35) 1 " ;1 男 4，208(+制 I~
茸|女 4，486(+ 1 ) 
口| 世帯数 2，601 (+31)口

口 口
百| 固おたんじようおめでとう Il! 
-<'! 宮崎匡基 3月22日 (iN二 長引)i::fJ尖町 |時

空| 町元未来 3月23臼 (健司 3女)盟凹 |き

~ I 成田敦史 3月24日 (融治抵列)市輩町 1;;; 
長| 河村雅和 3月担日(附雅長引)八時町 I ~ 

口| 相沢骨苗 4月 3日(枇到 3-!'rl八束 |口

口| 柏村祐底 4月 4日(相夫反則)市町 |口

口| 山口 県 4月10日(昭IIIJ 民女7本町 |口

和| 主岩旦衣子 4月11日(f証 民女)大和町 |宇

~ I 山本 興 4月12日(帥光則)金川 |占

情| 土旧 幸 4月1711 (催 2女)八束 I ~ 

口| 西館傑香 4月19日(昭博 3女)副川 |口

口| 村上由紀 4月20日 (JIIJ司会長女)略 11fT 日
曜| 仁木絢芙 4月20日(1リ!民女)位受 |帯

型| 中田大輔 4月21日 (克彦良男)金瓜 11:> 
ol 鈴 木美香 4月別 (設民主)栄町 I~ 

~I 固いつまでもおしあわせに |口

必| 山本凸ー(日iJJl)ー石川常子(八崎町!，.l'

-.ll I..J 

ぬ| 蝿お〈やみ もう Lあげます ! ~ 
口| 斉下節子 4月16日 4 1成南町 |日

出| 八オ幸助 4月17日 7 2成八束 1:;; 
i11 大企亀治 4月白日 9 5成 昭和町 |日

ロ口口広報口口お Lらせ口口口広報口口お Lらせ口口口広報口口ぉ Lらせ
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